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概　要
　“给”は一般に「授与」の意味を表す語として知
られているが、受身を表す“给”については、不
思議と教科書では全くと言っていいほど取り上げ
られていないし、教えられてもいない。受身文に
おいて、“给”は単独でも、また、“被”と共起す
ることもあり、“给”を用いることで、話し言葉的
感じも強まる。
　このノートでは、受身を表す“给”に着目し、
“被”構文の文法を教授する際に、受身を表す“给”
について触れておくことの必要性を論じる。
はじめに
　“给”は文法的用法が幅広い語の一つである。ま
ず最初に、「与える、あげる」という意味の動詞で
教えるが、それに関連して、「～してあげる」と
いった意味の介詞を教えることになる。また、二
重目的語を取ることができる数少ない動詞の一つ
でもある。通常、動詞＋目的語フレーズや助動詞
を教えた後に上記“给”に関する文法を教授する
ことになる。
１．歯切れの悪い文法説明
　まず、動詞をＳＶＯ形式で教える。
⑴　我给他。「私は彼にあげる。」などである。
　この文型では、動詞“给”の後ろに更なる動
詞は来ない。
　つぎに、介詞「～してあげる」を［“给”＋
（代）名詞＋動詞］の形式で教える。
⑵　我给他盛碗饭。「私は彼にご飯をついであげ
る。」
　初級レベルではこの形式で「電話をかける（か
けてあげる）」、「家に手紙を書く（書いてあげ
る）。」などを習得させる。しかし、例えば、学
生が次の⑶ａを⑶ｂにした場合、教師としては
⑶ａを勧めるわけだが、学生に⑶ｂでは間違い
なのですかと食い下がられれば、⑶ｂでも間違
いではないと言わざるを得ない。
⑶　ａ我给他寄钱。ｂ我寄钱给他。ａ、ｂともに
「私は彼にお金を郵送する。」の意味だが、［“给”
＋（代）名詞］が動詞の前に現れる場合はその
動作を強調し、動詞の後に現れる場合は受領対
象を強調している。ｂタイプは会話文でもたび
たび出てくるが、受領対象の強調を理解してい
る中級レベルの文法、会話なのである。
２．二重目的語を取ることができる
　“给”は二重目的語を取ることができる数少ない
動詞の一つでもある。語順は、主語→“给”→間
接目的語→直接目的語となる。初級レベルでも必
ず教えるべき文法項目である。
⑷　我给了他一百块钱。「私は彼に百円あげた。」
（俞）
　また、これに関連して“教、问、送、告诉、
借、还”などのその他の二重目的語を取ること
ができる動詞についても、習得させなければな
らない。数こそ少ないが、使用頻度が高いから
だ。
⑸　胡老师教我们汉语。「胡先生は私たちに中国語
を教えています。」（俞）
⑹　他常常问我们问题。「彼はよく私たちに質問し
ます。」（俞）
⑺　我送朋友一朵花。「私は友だちに花をプレゼン
トする。」（俞）
⑻　我告诉你一件事。「私はあなたに一つ話をしよ
う。」（俞）
　二重目的語文は、動詞「与える、あげる」、介詞
「～してあげる」を教えると同時に教授するほうが
効率的だが、初級レベル学習者の最初の難関であ
り、学習者の理解度を確かめながら授業を進めて
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いく必要がある。
３．「与える」意味の動詞＋［“ ”＋名詞］につ
いて
　１－⑶ａ、⑶ｂのように、［“给”＋名詞］は文
中の動詞の前後どちらの位置にも現れることがで
きるが、それは状語や補語、受領対象や奉仕対象
など様々な関係で決定され、極めて複雑である。
　しかし、受領対象を表す場合で、動詞が「与え
る」意味を表すものであれば、［“给”＋名詞］は
普通その動詞の後にくるので、学習者が中級レベ
ルであれば教授すると理解しやすい。この種の動
詞は例えば、“交、献、送、介绍、分配、还”な
ど、数多く存在する。
⑼　我送给你这本书。「私は君にこの本をあげる。」
（×我给你送这本书。）
⑽　献给毛主席。「毛主席にささげる。」
⑾　老师交给我一把钥匙。「先生は私にカギをわた
した。」（劉）
⑿　这笔钱我分给你一半。「このお金を君に半分あ
げる。」（劉）
４．介詞“ ”の分析と確認
　介詞“给”には様々な用法がある。それがいっ
たい何の用法なのかは学習者には分かりづらく、
教師と一緒に分析や確認をしなければならない。
細かい分析や確認をしなくとも、中級レベルにな
ると、それなりに大体の意味はつかめるようには
なっているので、無駄な作業にも感じられるが、
余裕があれば一度立ち止まってみるに越したこと
はない。
４－１．物や事柄の受取手を引き出す。
⒀　远处，老场长正在给林子里的树浇水。
　「遠くでは年のいった造林所長がちょうど林
の木に水をやっている。」（劉）
⒁　妹妹，我也给你带来了几样礼物，你来看看。
　「おちびちゃん、あなたにもいくつか贈り物を
もって来たから、ちょっと来て見てごらんなさ
い。」（劉）
４－２．動作・行為による受益者を引き出す。“ ”
“替”に相当する。
⒂　王书记，你给他解解心上的疙瘩吧。
　「王書記、彼の心のわだかまりを取ってやって
くださいよ。」（劉）
⒃　那个少年抱起孩子，给他抹去嘴角的血痕。
　「その少年は子どもを抱き上げて、口もとについ
ている血痕をふき取ってやった。」（劉）
４－３．動作・行為の対象を表し、“朝”“向”“ ”
の意味を持つ。
⒄　老科学家给我们讲了许多科学幻想的小故事。
　「老科学者が私たちに短いＳＦの話をたくさ
んしてくれた。」（劉）
⒅　那么，奶奶，让我先给你拜吧。
　「じゃあ、おばさん、まず私におばさんへ挨拶
をさせてください。」（劉）
５．動作・行為の仕手を表す（“被”の意味に相当
する）介詞や助詞の“ ”について
　受身を表す“给”については、不思議と教科書
では全くと言っていいほど取り上げられていな
い。“给”は単独でも、また、“被”と共起するこ
ともある。能願動詞（助動詞）“会”“能”“可以”
の“会”が可能を表す以外に、「ありうる」、「はず
だ」という可能性を表すのを同時に教授するよう
に、“被”構文のところでぜひ受身を表す“给”に
ついて触れてほしいものだ。“给”を用いること
で、話し言葉的感じが強まる。ネイティブの会話
ではよく出てくるし、ＨＳＫでも問われることが
あるので、ぜひとも習得してもらいたい一押しの
文法項目である。
⒆　我的自行车叫小孙给骑走了。
　「私の自転車は孫君に乗っていかれた。」（俞）
⒇　那条大鱼被他给钓着了。
　「その大きな魚は彼に釣り上げられた。」（俞）
21　那些房子都给（火）烧了。
　「それらの家はみんな焼かれてしまった。」
（劉）
22　为什么？少年给老人问住了。
　「なぜだ。少年は老人に問い詰められた。」（劉）
23　粮食全给鬼子抢光了，房子也都给他们占去了。
　「食糧はすべて侵略者に一粒残らず奪われ、家
もみな彼らに占拠されてしまった。」（劉）
24　我的笔记本让他给借走了。
　「私のノートは彼に借りていかれた。」（小）
25　日本队叫中国队以二比零给打败了。
　「日本チームは中国チームに２対０で敗れ
た。」（小）
26　他说因为那毛病没改掉，叫红卫兵给打的。
　「例の癖を直せなかったため、紅衛兵にやられ
たのだと言う。」（許）
27　你这一辈子，算叫蒋介石给坑了。
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　「君の一生は蒋介石に台無しにされてしまっ
たなぁ。」（許）
おわりに
　“给”がなぜ受身文に用いられるのか、疑問に思
われるかもしれない。しかし、「与える」、「～して
あげる」相手を示すのは利益ばかりとは限らない。
被害を与えることだってあるわけだから。本義か
ら派生した用法の一つと理解される。
　“被”と共起するのだから、それと書き換え可能
な“把”構文でも共起するし、更には使役の用法
もあるのだ。
　大学の教師になって以来、教授法と言えばおこ
がましいが、教える際の工夫みたいなものをたび
たび書いてきた。その目的は効果的で、効率の高
い教授法を第一に目指すことであった。しかし、
近年、どんなにすばらしい教授法があっても、学
生が完全に身に付けなければそれは徒労に終わっ
てしまうという危惧のほうが強くなってきてい
る。きちんと教えたというだけで安心してしまう
ことのないように気を引き締めていかなければな
らない。
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